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若
林
強
斎
の

祭
政
一

致
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「

祭
」

と

「

政
」

の

同

訓
に
基
づ

き、

日
本
に

お

け
る

祭
祀
と

政
治
の

一

致
と
い

う
伝
統

、

す
な
わ
ち

「

祭
政
一

致
」

を
主
張
す
る

こ

と
は

、

南

北

朝
時

代
の

北
畠

親
房
に

さ
か
の

ぼ

る
。

も
っ

と

も
、

親
房
に

お

い

て

「

祭
政
一

致
」

は
必

ず
し

も
積
極
的
な
意

味
を

持
っ

て

お
ら

ず、

祭
政
一

致

論
を
盛
ん
に

唱
え
た

の

は
近
世
の

儒

者
た
ち
で

あ
っ

た
。

近

世
の

祭
政

一

致
論
は

、

東
ア

ジ
ア

全

体
に

お

け
る

朱
子

学
の

普
及
が
も
た
ら
し
た

結

果
の
一

つ

で

あ
っ

た
と

も
い

え
る

。

　

近
世
の

儒
者
の

中
で

も
盛
ん
に

祭
政
一

致
論
を
唱
え、

そ
れ
を
理

論
的

に

深
化
さ
せ
た
の

は、

朱
子

学
と

神
道
の

「

妙
契
」

を
探
究
し
た
垂

加
神

道
の

人
々

で

あ
っ

た
。

と

り
わ
け

祭
政
一

致
に

つ

い

て

詳
細
に

論
及
し
て

い

る

の

は
、

山
崎
闇
斎
の

再
伝
の

弟
子
で

あ
り

、

浅
見
絅
斎
の

高
弟
で

あ

る

若
林
強
斎
（
一

六
七

九
−
一

七

三

二
）

で

あ
る

。

今
回
の

発

表
で

は
、

従
来
の

研
究
に

お
い

て

概

括
的
に
し
か

触
れ
ら
れ
て

い

な
か
っ

た
強

斎
の

祭
政
一

致
論
に
つ

い

て
、

時
系
列
順
に

ま
と
め
つ

つ

考
察
し
た

。

　
『

強
斎
先
生

雑
話

筆
記
』

巻
一

に

見
ら
れ
る

享
保
四
年
（
一

七
一

九
）

時
の

発
言
で

は
、

強
斎
は

神
道
の

本
質
を
朱
子
学
と

同
一

の

も
の

と
し
つ

つ

も、

そ
の

本
質
が
失
わ
れ
た
呪
術
的
な

神
道
を
排
撃
し、

祭
祀
と
政

治

の

無
媒
介
的
な

結
合
を

批
判

す
る

。

『

神
道
夜
話
』

に

記
さ
れ
た

享
保
八

年
（

一

七

二

三
）

時
の

言

葉
で

は
、

政

治
の

本
質
は

神
明
に

対

峙
す
る

際

の

心
を
も
っ

て

行
う
こ

と

に

あ
る

と
し、

祭
祀
と
政
治
の
一

致
を

説
い

て

い

る
。

す
な
わ

ち
強
斎
は
朱
子
学
的
な
心

法
を
媒
介
と

し
て

祭

祀
と
政

治

を

同
一

視
し
た

の

で

あ
る

。

日
本
に

お
い

て

か
か
る

「

祭
政
一

理
」

の

中

核
と

な
る

の

は

天
皇
で

あ
っ

た
。

　
享
保
九

年
（
一

七
二

四
）

の

神
道
相
伝
を
経
て

強
斎
の

祭
政
一

致
論
は

深

化
を

見
せ
る

。

享
保
十
年
（

一

七

二

五
）

の

講
義
で

あ
る

『

神
道

大

意
』

で

は
、

現
実
政
治
に

関
与
せ

ず
、

神
を
祭
り

「

天

下

ノ

太
平、

万
民

ノ

安

穏
」

を

祈
る

天

皇
の

有
り

様
を

、

『

中
庸
』

の

「

篤
恭
に
し
て

天

下

平
ら
か
な

り
」

と
い

う
文
言
に

よ
っ

て

と

ら
え
て

い

る
。

朱
熹
の

『

中
庸

章
句』

で

は
、

こ

の

文
言
は

天

子
の

「

不
顕
の

徳
」

に

よ

る
統
治
を
意
味

し
て

い

る
と

さ
れ
る

が
、

強
斎
は

そ
の

よ

う
な
天

子
の

姿
を
天
皇
に
見
出

し、

か

か
る

「

不
顕
の

徳
」

を

受
け
て

万

民
が

道
を

実
践
す
る

こ

と

が

「

面
々

分
上
の

祭
政
一

理
」

で

あ
る

と

し

た
。

　
当
時
漸

次
的
に

朱
子
学
が

普
及
し

つ

つ

あ
っ

た
と
は

い

え、

近
世
日

本

社
会
に

お

け
る

そ
の

政
治
的

影
響
力
は

限
定
的
な
も
の

で

あ
っ

た
。

日
本

の

儒

者
に

は

現
実

政
治
に

関
与
す
る

た
め

の

社
会
的
基
盤
が

欠
け
て

い

た

か
ら
で

あ
る

。

ま
た

、

将
軍
の

権
力
下

に

あ
る
天
皇
が

無
力
な
存
在
で

あ

っ

た
こ

と

は

強

斎
も
よ

く
承
知
し
て

い

た
。

こ

う
し
た
状

況
を
ふ

ま
え
、

強

斎
は

不
可

視
の

存
在
で

あ
る

近

世
の

天

皇
に

「

不

顕
の

徳
」

を
見

出

し
、

そ
の

「

祭
政
」

の

も
と
で

各
人

が

さ

さ
や

か
な
が

ら

道
を

実
践
す
る

こ

と
に

唯
一

の

希
望
を

託
し

て

い

た
。

い

わ
ば、

強

斎
の

祭
政
一

致
論
は

不
可
視
の

天
皇
が

各
人
の

道
の

実
践
を

保
証
す
る

と
い

う
構
造
に
な
っ

て

い

る
。

だ
が

、

依
然
と
し

て

近
世

社
会
に

お
け
る

天
皇
の

無
力
さ
は

蔽
う

べ

く
も
な

く
、

そ
の

祭
政
一

致
論
は

い

ま
だ
構
造
的
な

危
う
さ
を
抱
え
て

い

た
。

　
『

中
臣

祓
師
説
』

（

享
保
十
五

年）

や
『

守
中
潮
翁

神
代
巻

講
義
』

（
享

保
十
六

年）

に

見
ら
れ
る

最
晩
年
の

祭
政
一

致
論
は

、

し

ば
し

ば

「

神
皇

一

体
」

と
の

関
連
で

説
か

れ
る

。

そ
こ

で

は
天
皇
は

神
に

守
ら

れ
た

存
在

で

あ
る

と

さ
れ

、

「

神
皇
」

に

罪
を

告
白
す
る
こ

と
で

各
人
の

穢
れ

が

祓
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わ

れ、
「

祭
政
一

理
」

が
実
現
す
る

と
述
べ

ら

れ
て

い

る
。

こ

の

よ

う
に、

最
晩
年
の

祭
政
一

致
論
で

は
天
皇
の

神

格
化
が

進
む
こ

と
に

よ

り
従
前
の

議
論
の

弱

点
が

克
服
さ
れ
て

い

る
。

し
か

し
そ
れ
は

明
ら
か

に

朱
子
学
か

ら
の

逸

脱
で

あ

り
、

「

神
皇
」

に

対

す
る

独
特
の

信
仰
は
北

畠
親
房
や
山

崎
闇
斎
の

思
想
と

も
異

質
な
も
の

か
も
し

れ
な
い

。

こ

う
し

た

神
道
思

想

の

深
化
と
天
皇

神
格
化
の

理

由
は

様
々

に

説
明
で

き
よ

う
が

、

本
発
表
で

見
て

き
た
よ

う
に

、

近

世
日

本
の

歴
史

的
条
件
に

お
い

て

朱
子

学
の

実

践

を
追
求
し
た
こ

と

に

よ
る
一

つ

の

帰
結
と
し
て

も
理

解
で

き
る

の

で

は
な

い

だ
ろ

う
か

。

本
居
宣
長
に

お
け

る

儒
仏
伝
来
の

「

記

述
」

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

森

　
　
和
也

　

本
居
宣
長

が
『

日

本
書
紀』

で

は

な

く

『

古
事
記
』

に

よ
っ

て

「

古

道
」

を
明
ら

か
に

し

よ

う
と
し

た
意
図
が

那
辺
に

あ
る

か
に

つ

い

て

は、

『

古
事
記
伝
』

（
以

下

『

伝
』

）

評
価
の

核
心
に

触
れ

る

問
題
で

あ
る

だ

け

に
、

古
く
か

ら

様
々

に

議
論
が

な
さ
れ
て

き
た

。

宣
長
の

儒
教
と

仏
教
に

対
す
る

言

及
に

着
目

す
る

こ

と
で、

宣

長
が

『

古
事
記
』

を
選

択
し
た
理

由
に
つ

い

て
、

一

つ

の

新
し
い

視

点
を

付
け
加
え
た
い

。

　
『
日
本
書
紀
』

と

比
較
し
た

場
合、

『

古
事
記
』

に

は
、

儒
教
・

仏
教
に

関
す
る

記

事
の

量
が

著
し

く
少
な
い

。

仏
教
で

は
、

『

R
本

書
紀
』

欽
明

紀
に

あ
る

仏
教
公

伝
に

関
す
る

記
述
は

『

占
事
記
』

に

は
な

く
、

ま
た、

聖
徳
太
子
に

対
し

て

も

用
明
天

皇
の

御

子
と
し
て

名
が

L
が

る

だ
け
で

あ

る
。

『

古

事
記
』

の

世
界
に

お
い

て

仏
教
は

存
在
し
て

い

な

い
。

儒
教
・

仏
教
の

影
響
を

拭
い

去
っ

た

「

古
道
」

と
い

う
も
の

を

想
定
す
る

宣
長
の

見
取
図
か
ら

す
れ

ば
、

『

古
事
記
』

に

は
、

仏
教
の

姿
が
な
い

こ

と
は

都

合
が

良
か
っ

た

の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

ま
た
、

『

伝
』

の

聖
徳

太
子
に

対
す
る

注
釈
を

見
る

と
、

宣
長
の

意
図
的
な
仏
教
隠
し
が

『

伝
」

か
ら

読

み

取
れ
る

。

『

伝
』

で

は
、

「

上

宮
之

厩
戸
豊
聡
耳
命
」

と
い

う
名
前
の

注

釈
に

言
葉
が

費
や

さ
れ

、

仏
教
に

関

す
る

記
事
は
、

『

日

本
書

紀
』

推
古

紀
の

聖
徳
太

子
伝
を

引

用
す
る

な
か
で
、

慧
慈
に

仏

教
を

学
ん

だ

こ

と

と
、

割
注
に

引
く

『

日

本
霊

異
記
』

の

文
中
に
わ
ず
か
に
存
在
す
る
が
、

あ
く
ま
で

名
前
の

注

釈
の

流
れ
で

引

用
さ
れ

る

だ
け
で

あ
り、

『

日

本
霊

異
記
』

か

ら

引
く

「

勝
鬘
法
華
等
經
疏
」

な
ど

は、

勝
鬘
経
・

法
華
経
の

講
説
と

し

て

推
占
紀
に

見
え
て

い

る

に

も

か
か
わ
ら
ず、

こ

の

箇
所
は

注

本
文
に
は

引
用
さ

れ

な
い

。

聖

徳
太
子
の

仏
教
信
仰
に
つ

い

て

は
、

批
判

す
ら
抑
制
さ

れ

て

い

る
。

宣

長
が
歴

史
の

上
か
ら
意
識
的
に

仏
教
を
排
除

し

よ

う
と

し

て

い

た

こ

と

は
、

『

続

紀
歴

朝
詔
詞

解
』

で
、

コ
ニ

宝
乃

奴
止

仕
奉
流

」

の

八

文

字
に

あ
え
て

訓
読
を

施
さ
な
か
っ

た

こ

と
も

証
左
と

な

り
得
る

だ
ろ

う
。

　
一

方、

儒
教
に

つ

い

て

見
て

み

る

と
、

応
神
朝
の

儒
教
伝
来
の

記
述
で

は
、

『

日

本
書
紀
』

に

は

無
い

『

論
語』

と
『

千
字
文
』

の

書
名
が

『

古
事

記
』

に
は

あ

り
、

『

占
事
記
』

の

方
が

詳
し
い

が
、

『

日
本
書
紀
』

に
見
え

る

継
体
朝
で

の

五

経
博
士
の

来
日

の

記
事
が
無
い

な
ど
、

全
体
的
に
は

儒

教
に

お
い

て

も
『

古
事
記
』

は

言
葉
少
な
で

あ
る

。

『

伝
』

で

は
、

こ

の

応

神
朝
の

儒
教

伝
来
の

記
事
の

注
釈
に

お

い

て、

応
神
朝
に

『

千
字
文
』

の

伝
来
が
あ
り

得
な
い

こ

と

を

考
証
し

、

に

も
か
か
わ

ら
ず
『

千
字
文
』

が

記
載
さ
れ
た

理
由
に
つ

い

て

言
葉
を

尽
く
し

て

考・
察
し
て

い

る

が、

『

論

語
』

に
つ

い

て

は
、

『

千
字
文
』

の

考
証
の

文
脈
で

、

「

論
語
は

さ
る
こ

と

な
れ

ど

も
」

と

簡
単
に

触
れ
る

だ

け
で

あ
り、

儒
教
の

経
典
の

伝
来
と
い

う
こ

と

に

つ

い

て

掘
り
下

げ
た

言
及
は

な
さ
れ
て

い

な
い

。

宣
長
の

注
釈
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